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——富士通グループ

森づくりの取組に
ついて話す環境本部の
畠山義彦さん

　

富
士
通
株
式
会
社
は
、
平

成
８
年
に
認
証
取
得
し
た

I
S
O
1
4
0
0
0（
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際

規
格
）に
基
づ
き
、
平
成
19
年
か

ら
は
各
事
業
所
で
年
間
１
件
以
上

の
環
境
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

森
林
保
全
に
取
り
組
む
サ
イ
ト（
支

社
支
店
、
グ
ル
ー
プ
会
社
）も
増

え
、
現
在
、
全
国
13
カ
所
で
森
林

保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
９
カ
所
が
、
地
域
社

会
と
の
協
定
に
よ
り
森
林
保
全
や

地
域
交
流
な
ど
を
行
な
う「
富
士
通

グ
ル
ー
プ
の
森
」で
す
。

　

平
成
19
年
10
月
に
富
士
通
㈱
四

国
支
社
、
㈱
富
士
通
四
国
シ
ス
テ

ム
ズ
、
㈱
富
士
通
エ
フ
サ
ス
、
㈱

富
士
通
四
国
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
と

高
知
県
、
高
知
県
中
土
佐
町
の
間

で
協
定
が
結
ば
れ
た「
富
士
通
グ

ル
ー
プ
・
中
土
佐　

黒
潮
の
森
」も

そ
の
１
つ
で
、
こ
の
森
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
地
域
社
会
と
連
携
し
て
、

創
意
あ
ふ
れ
る
取
組
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
に
は
、
富
士
通

グ
ル
ー
プ
の
サ
イ
ト
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）担
当
者

を
集
め
て
、
中
土
佐
町
で
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

黒
潮
の
森
で
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
を
体

験
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
自
分

た
ち
が
実
施
す
る
環
境
社
会
貢
献

活
動
に
見
立
て
て
、
野
外
イ
ベ
ン

　

富
士
通
グ
ル
ー
プ
は
、
本
年
３
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た「
生
物

多
様
性
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」に
出
展
し
、
森
林
保
全
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
に
熊
本
県
阿
蘇
山
麓
に「
Ｆ
Ｊ
Ｑ
Ｓ
ふ
れ
あ
い
の
森
」を

設
定
し
、
広
葉
樹
の
植
林
を
行
な
っ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
現
在
、

全
国
９
カ
所
で「
富
士
通
グ
ル
ー
プ
の
森
」を
設
置
し
て
、
森
林
保
全

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と
協
働
し
た
森
林
づ
く
り
の
取
組

に
つ
い
て
、
環
境
本
部
環
境
企
画
統
括
部
の
畠
は
た
け
や
ま
よ
し
ひ
こ

山
義
彦
さ
ん
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

全国9カ所で「富士通グループの森」を設置
地域との協働で森林づくりに取り組む
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今日からやろう！森のための

4つのアクション

ト
の
企
画
・
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
社
員
の
家
族

や
、
ユ
ー
ザ
と
そ
の
家
族
を
対
象

と
し
た
間
伐
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

し
、
森
の
作
業
で
汗
を
流
し
た
後

は
温
泉
に
つ
か
り
、
中
土
佐
町
の

食
材
を
使
っ
た
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
土
佐
町
の
小
中
学
校

で
環
境
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
環
境
出
前
授
業
」と
し
て
、

富
士
通
の
社
員
が
講
師
と
な
り
、

環
境
を
守
る
チ
ー
ム
と
壊
す
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
戦
う
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
な

ど
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
教
育
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
く
平
成
21
年
に
は「
企
業
と
生

物
多
様
性
」を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行

な
い
ま
し
た
。
間
伐
さ
れ
た
所
と

さ
れ
て
い
な
い
所
、
ヒ
ノ
キ
林
と

落
葉
樹
林
の
土
壌
生
物
を
観
察
し
、

参
加
者
は
森
林
保
全
が
生
物
多
様

性
の
保
全
と
も
深
く
関
係
し
て
い

る
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。
今
後

も
毎
年
、
中
土
佐
町
で
Ｅ
Ｍ
Ｓ
研

修
会
を
開
催
し
、
参
加
者
は
研
修

で
の
体
験
を
サ
イ
ト
へ
持
ち
帰
り
、

森
林
保
全
を
始
め
と
す
る
環
境
社

会
貢
献
活
動
に
生
か
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
森
と
の
関
わ
り
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
間
伐

材
の
利
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
富
士
通
で
は
、
黒
潮
の
森

の
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
か
ら
入
浴
剤
、

コ
ー
ス
タ
ー
、
メ
モ
ス
タ
ン
ド
な

ど
の
社
内
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
て
活

用
を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年

作
っ
た
間
伐
材
製
の「
チ
ャ
レ
ン
ジ

25
バ
ッ
チ
」は
、
取
引
先
に
ク
ー

ル
ビ
ズ
で
訪
問
す
る
時
な
ど
に
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
の
理
由
を
簡
単

に
説
明
で
き
る
と
社
員
の
間
で
も

好
評
で
す
。

　

今
後
は
、
中
土
佐
町
の
よ
う
な

「
富
士
通
グ
ル
ー
プ
の
森
」の
数
を

さ
ら
に
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
森
の
大
切
さ
を
生

物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
も
社

員
１
人
ひ
と
り
が
理
解
し
、
自
発

的
に
保
全
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

コースター

入浴剤

カード立て

 黒潮の森の間伐材を利用
した社内グッズ

平成19年10月
「富士通グループ・中土佐　黒潮の森」
での活動を開始

平成20年4月14日、除幕式が行な
われました。

 EMS推進担当者の研修会を開
催、ヒノキの間伐を体験しました。

 平成21年のEMS研修会は、
生物多様性をテーマに土壌生
物の観察（中土佐　黒潮の森）

 平成20年4月「富士
通グループ・紀州龍
神　せせらぎの森」が
始動、シラカシなどの
苗を植樹しました。

フォレスト・サポーターズ

４つのアクション
活動紹介

 チャレンジ
25バッチ
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